
一般社団法人九州経済連合会と一般社団法人日本原子力学会九州支部は、2020年10月20日（火）にエネル

ギー講演会を開催しました。新型コロナウイルス感染症によって顕在化した日本の課題と、発生から10年と

なる福島第一原子力発電所事故における問題の共通点を探るため、立命館大学衣笠総合研究機構准教授の

開沼博氏と、作家・ジャーナリストで映画『Fukushima50』原作者である門田隆将氏のお二人に講師として

ご登壇いただきました。データを基にした解説や考察、取材を通して見えてきた真実などについてお話が

あり、約100名の参加者が熱心に耳を傾けました。
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